


































































































まとめ 

以上母の妊娠前,妊娠中の諸状況と先天異常児の発生について検討した。その結果,母の身

長の 140cm 未満と 140cm 以上で有意 

母の身長の増加と正相関 

月経中の下腹痛と腰痛の合併 

妊娠前 1年間の腹部と腰部への X線照射 

先行する児の骨盤位分娩 

先行する児の先天性股関節脱臼 

の 6 件に有意差を認めた｡その他大多数の項目は先天異常児の発生に有意の作用がなかっ

たと考えられる結果である｡これらの中には文献上先天異常の発生要因と指摘され,広く承

認されているものも含まれている｡これら先見と矛盾する理由として考えられることは, 

①先天異常児と一括した群の中には,異なる原因によって惹起される数多くのものが含ま

れているので,混合されて意味ずけが出来なくなっていること｡ 

②調査対象数は 14,000 例を越えるが,有効データ数が著しく小さかった例も含め,発生頻

度の小さいものの検討にはなお不足すること｡今後このような調査を重ねることはまず不

可能であり,本調査のデータを有効に活用するには,先天異常群の個々の症例について,身

体機能上,社会生活上の重要な障害に限定して検討すること｡および各疾患別に追求するこ

とが必要である｡ 


